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1.総 論

この報 告 で は、1980年 代 の半 ば以 降 の 中部 ヨー ロ ッパ の ドイ ツ語 圏(ド イ ツ連 邦 共 和 国 、 オ ー

ス トリ ア、 そ して ス イ ス の一 部)を 中心 と して、 オ ラ ンダ、 そ 、して フ ィ ン ラ ン ドを除 くス カ ンジ

ナ ビ ア諸 国(デ ンマ ー ク、 ノ ル ウ ェ ー、 ス ウ ェ ーデ ン)に お け る、 アイ ヌ と沖縄 をは じめ とす る

少 数 民族 ・文化 を含 む 日本 の社 会 と文 化 を研 究 対 象 とす る文 化 ・社 会 人 類 学 、社 会 学 、経 済学 、

そ して 政 治 学 を も含 む最 も広 い意 味 に お いて の社 会 科 学 の分 野 にお け る研 究 の現 状 と動 向 を扱 う

もの とす る。 なお 、 そ れ よ り以 前 の 同地 域 に お け る 日本 研 究 の 発 展 な どに つ い て は 、 い くつ か の

ま と まっ た 研 究 報 告 が あ る の で 、 そ れ を参 照 して い た だ き た い(Kracht1990;vanBremen

1990;Linhart1993;BefuandKreiner1992)。 最 近 は特 に オ ー ス トリア と ドイ ッ で よ くま と ま っ

た文 献 目録 が い くつ も出版 され た の で 、 ドイ ツ語 圏 内 に お け る 日本 研 究 の 動 向 に つ い て把 握 す る

こ と が 容 易 に な っ た(FormanekandGetreuerl989;Getreuer1991;HadamitzkyandKocks

l990/93;01schlegerandStalph1990)。 また 、 ヴ ィー ン、 ボ ン、 マ ー ル ブ ル ク、 ハ ン ブ ル ク 、

トリア ー な どの 大 学 の 日本学 科 で は 、毎 年 簡 単 な年 次 報 告 を 出 して い るが 、 そ れ に は 各 大 学 で行

な われ て い る 日本 関係 の 講義 録 や そ れ ぞ れ の大 学 に提 出 され た修 士 論 文 と博 士 論 文 の リス トは 未

だ に公 表 さ れ てい ない の で 、 こ こで は大 勢 の 関係 各 位 か らお送 りい ただ い た 資料 に基 づ い て報 告

す る こ と に した。 貴 重 な資 料 を提 供 して下 さ った方 々 に感 謝 の意 を表 す と と も に、 ま とめ 方 に 行

き届 か ない 点 が あ る とす れ ば、 ご寛 恕 を乞 う次 第 で あ る。

中部 、 北 部 ヨ ー ロ ッパ にお け る社 会科 学 的 な アプ ロ ー チ を とる 日本 研 究 は、 この10年 間 で確 か

に大 きな発 展 を遂 げた が 、 そ もそ もの 出発 点 が 比較 的低 い 水準 か らで あ った た め に、 他 の 、例 え

ば文 学 な ど の分 野 にお け る 日本研 究 と比 較 して み た場 合 に 、 あ る い は北 米 にお け る 日本 に関 す る

社 会 科 学 的 な研 究 と比 較 した場 合 、 未 だ に若 干 の遅 れ を と って い る よ うな印 象 は否 め ない 。特 に

ドイ ッで は 、伝 統 的 に文 学 を 中心 とす る文 献 学 的 な 日本 学 が支 配 的 で あ り、 現 時 点 にお い て もそ

れが 根 強 く残 っ て い る こ と、 ま た最 近 は一 般 社 会 や 政 財 界 か らの 、 さ らにそ れ に加 えて 学 生 か ら

の現 代 日本 に対 す る研 究 へ の要 望 が 大 き くな って きて い る こ とな どか ら、 そ れ に答 え るた め の 社

会科 学 的 な ア プ ロ ー チ か らす る 日本 研 究 は、必 要 な受 け皿 と して ます ます 重 要 とな って きて い る。

た だ 、 そ う した要 望 が 外 的 諸 事 情 に依 る と こ ろ大 きい ため に、 内部 の研 究 体 制 が そ れ に なか な か

即 応 し難 い とい う のが 現 状 で あ る。

文 献 学 的 な 日本 研 究 との 間 の議 論 、言 い換 え る と 日本研 究 の 本 質 と 目的 に まつ わ る議 論 につ い

て は 、最 近 出版 され た リンハ ル ト(Linhart1993)、 そ して雑 誌 「Japanstudien」1994年 第1号 と、
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ベ フ、 ク ライ ナ ー(BefuandKreiner1992)の 学 界 動 向 に関 す る紹介 を参 照 され た い 。

2.研 究体制

先 に触 れ た この10年 間 の 間 に行 なわ れ た 飛 躍 的 な発 展 は 、 主 に社 会 科 学 的 な分 野 に お け る 日本

研 究 のた め に新 し く設 置 され た 様 々 な研 究 体 制 へ の著 しい評 価 の うち に うか が う こ とが で きる。

主 に社 会 科 学 の分 野 にお け る 日本研 究 の た め に 、 この10年 間 に 多 くの研 究 機 関 や施 設(国 公 立 の

研 究 機 関 、 大 学 、 博 物 館 、 そ して新 し く組織 され た研 究 団体)が 新 設 さ れ た。

2.1.研 究 機 関

まず 、 北 欧 はス カ ン ジナ ビア 諸 国 の協 同 運営 で 、 以前 よ り活 発 な研 究 活 動 を続 け て い る だ けで

な く、 日本 研 究 よ り もっ と広 い 範 囲 の ア ジ ア全 体 に 及 ぶ研 究 を行 な っ て い る コペ ンハ ー ゲ ン の

NordicInstituteofAsianStudies(北 欧 ア ジ ア研 究 所)、 また 、 ス ト ック ホ ル ム大 学 の 経 済 学 部

に は、 新 た に 日本 の 社 会 と経 済 に 関 す る総 合 的 な研 究 を委 託 さ れ たTheEuropeanInstituteof

JapaneseStudies(ヨ ー ロ ッパ 日本 研 究 所)が 設 立 され た 。 オ ラ ン ダで 最 近 新 し く設 立 され たの

は、 ラ イ デ ン のInternationalInstituteforAsianStudies(国 際 ア ジ ア研 究 所)と ア ム ス テ ル ダ

ムのCentreforAsianStudies(ア ジ ア研 究 セ ン タ ー)で あ る が 、 こ こで は学 際 的 な 日本研 究 が

目指 さ れ て い る。 ヴ ィー ンで は10年 ほ ど前 に オ ー ス ト リ ア学 士 院 にInstitutfUrGeistesges-

chichteAsiens(ア ジ ア思 想 史 研 究 所)が 設 立 され て、 そ こで は ヴ ィー ン大 学 のSeppLinhart

教 授 の 指 導 の 下 で 現代 日本 の社 会 問題 に 関す る い くつ か の プ ロ ジ ェ ク トが 行 な わ れて い る。 そ し

て 、 ドイ ッで は以 前 よ りハ ンブ ル ク のInstitutf�Asienkunde(ア ジ ア研 究 所 〈第 三 セ ク タ ー〉)

と ミュ ンヘ ンのifoInstitutf�Wirtschaftsforschung(経 済 研 究所)が 、 日本 の 政 治 と経 済 に関

す る研 究 を進 め て い る。 な お 、 東 京 に は1993年 に 創 立120周 年 を迎 え たDeutscheGesellschaft

f�Natur-undV�kerkundeOstasiens(OAG、 ドイ ッ東 洋 文 化 研 究 協 会)が 、 現 代 日本 の 諸 問

題 を含 め た 幅 広 い 日本 紹 介 を行 な って い る。 そ の 出版 活 動 の 中 か ら、 こ こで はRothacher1992

を挙 げ て お く。 そ して 、 そ れ に比 べ る と まだ 歴 史 は 浅 い が 、1987年 に 設 立 さ れ た ベ ル リ ンの

Japanisch-DeutschesZentrumBerlin(ベ ル リン 日独 セ ン タ ー、 ベ ル リ ン州 政 府 と 日本 の 外 務 省

の協 同 出 資 に よ って運 営)が 主 に学 会 等 の場 を提 供 して い る の に対 して、 ドイ ッ連 邦 共 和 国 政 府

教 育 科 学 研 究 技 術 省 の海 外 学 術 研 究 機 関 の 一 つ と して 、1988年 東 京 に設 立 され たPhilipp-Franz-

von-Siebold-Stiftung,DeutschesInstitutfurJapanstudien(ド イ ツ ー 日本 研 究 所)は 、 近 現 代

の 日本 に 関 す る広 汎 で総 合 的 かつ 学 際 的 な研 究 活 動 を行 な っ て い る。

2.2.大 学 の研 究施 設

さて 、各 国 の大 学 に設 置 され た研 究 施 設 は、 まず オ ラ ン ダで は 日本 に 関す る研 究 の 一 切 を、 国

立 ラ イ デ ン大 学 のCentrumvoorJapanologieenKoreanistik(日 本 ・韓 国 研 究 セ ン ター)に 集

中 させ て 、KurtWernerRadtke教 授(思 想 史 、国 際 政 治 、外 交 政 策)とJanvanBremen教 授(文

化 人類 学)が 社 会 科 学 の分 野 に 関す る 日本 研 究 の 講 座 を担 当 して い る。 なお 、 同 大 学 に は1985年

に新 し く 日本 の物 質 文 化(工 芸 美 術 を含 む)に つ い て の 講 座 が 開設 さ れ て 、WillemvanGulick

教 授 が 担 当 す る よ うに な った 。 ス カ ン ジナ ビア諸 国 で は 、 コ ペ ンハ ーゲ ン大 学 のKirstenRefs-

ing教 授(民 族 学)、ArneKalland教 授(社 会 人類 学)と 、010fG.Lidin教 授(思 想 史 研 究)、

ノル ウ ェ ー で は オ ス ロ大 学 のArneRのkkum教 授(民 族 学)の 名 を挙 げ る こ とが で きる。 そ して 、
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ス ウ ェ ーデ ンの ス トックホ ル ム大 学 の 東 洋研 究 部 が 最 近 取 り上 げ て い る一 連 の研 究 活動 は 大 い に

期 待 で きる と思 う。

ドイ ッ語 圏 に話 を移 す と、 ヴ ィー ン大 学(AlexanderSlawik,SeppLinhart)で は昔 か ら民 族

学 と文 化 人 類 学 的 ・社 会 学 的 な研 究 傾 向 が 強 く、 そ こか ら社 会 科 学 的 な ア プ ロー チ を と った 日本

研 究 は、 ボ ン、 マ ー ル ブル ク、 そ して デ ュ イス ブル クの 各 大 学 な ど に広 が り、 今 で は トリア ー 、

エ ル ラ ンゲ ン、 ケ ル ン、 そ して イ エ ナ の 各 大 学 な どで も現 代 日本 を対 象 と した社 会 科 学 的 な研 究

が 重 視 さ れ る よ う に な って きた 。 政 治 学 の 分 野 に お け る 日本 研 究 は、 ハ レ大 学 のGesineFol-

janty-Jost教 授 と、 ハ イ デ ル ベ ル ク大 学 のWolfgangSeifert教 授 、経 済 学 で はマ ー ル ブ ル ク大 学

のErichPauer教 授 、 ベ ル リ ン 自 由 大 学 のSung-JoPark教 授 、 ボ ー フ ム 大 学 のWolfgang

Klenner教 授 、 そ して デ ュ イ ス ブ ル ク大 学 のWernerPascha教 授 が 既 に ま と ま った カ リキ ュ ラ

ム を提 供 して い る。

現 在 の ドイ ッで は20か 所 の 大 学 に 日本研 究 の講 座 が 置 か れ て い て 、40人 の 教 授 の ポ ス トが用 意

され て い る(因 み に そ れ は多 くの 場 合 にた っ た一 人 の教 授 が 日本研 究 の 全 分 野 を担 当 す る こ と を

意 味 して い る)が 、 今 の とこ ろそ の 内 の10人 の ポ ス トが 空 席 で あ る し、 又 教 授 の ポ ス トに採用 さ

れ る資 格 を持 つ 若 手 研 究 者 も見 当 た らない の で 、 こ れ は ドイ ッ にお け る 日本 研 究 の 将 来 の 発展 の

た め に大 変 深 刻 な事 態 で あ る とい って よい 。 また、 こ の40人 の 教 授 ポ ス トの 内 、 約15の ポ ス トは

経 済学 を含 む社 会 科 学 の分 野 を専 門 とす る教 授 の た め の もの で あ るの で 、 そ の 意 味 で も今 後 この

分 野 は もっ と増 やす 必 要 が あ る ので は ない か と考 え て い る。

こ こで ドイ ッ に お け る新 しい傾 向 と して 次 の3点 を述 べ る必 要 が あ る。 そ れ は まず 第 一 に、 現

在 多 くの大 学 に は一 人 な い し少 数 の 教 授 が 担 当 して い る 日本 研 究 機 関 が そ れ ぞ れ 所 属 学 部 に分 散

して設 置 され て い る が 、各 大 学(例 え ば、 マ ー ル ブ ル ク大 学 、 デ ュ イス ブ ル ク大 学 、 ミュ ンヘ ン

大 学)が そ れ ら を大 学 内 部 で 統 合 した 日本 研 究 機 関(Japanzentrum)に 新 し く再 編 す る動 きが

あ る こ とで あ る。 そ して 第二 に 、 こ れ まで 専 任 教 授 が 一 人 しか い なか っ た研 究 機 関(例 え ば、 ハ

ンブ ル ク大 学 、 ベ ル リ ン 自由大 学 、 ボ ン大 学 な ど)に 教 授 ポ ス トを増 や す こ とに よ って 、 授 業 や

研 究 の 幅 を これ まで 以 上 に拡 張 す る努 力 を行 な って い る こ とで あ る。 第 三 は 日本 研 究 を専 門 とす

る機 関以 外 で も、 一般 の学 生 を対 象 と して現 代 日本 につ い て の講義 や ま とま っ た カ リキ ュ ラ ム を

提 供 す る動 きが あ る こ とで あ る 。例 を挙 げ る と、 コ ンス タ ンツ大 学 の 社 会 学 部 で は現 代 日本 の 社

会 と文化 とい う講 座 が 置 か れ 、 そ して私 立 ヴ ィ ッテ ン ・ヘ ル デ ッケ大 学 とコ ブ レ ンツ経 営 学 大 学

で もそ れ ぞ れ 日本 に関 す る講座 を設 け て い る 。

2.3.博 物館

次 に博 物 館 の存 在 は この 分 野 に と って や は り大 き な意 味 を持 って い る と思 わ れ る。 特 に、 世 界

で 最 も古 い 歴 史 を誇 る ラ イデ ンの オ ラ ン ダ国 立 民 族 学 博 物館 の 東洋 部 で は 、 日本 部 門 の担 当学 芸

員 で あ るMatthiasForrer氏 とKenVos氏 が 、 現 在 オ ラ ンダ政 府 の 実 施 して い る、 い わ ゆ る デ

ル タ ・プ ロ グ ラ ム(オ ラ ン ダ に残 され て い る文 化 遺 産 を保 存 す るた め に 、 オ ラ ン ダ全 国で 行 な わ

れ て い る調 査 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト)の 一 環 と して 、 同館 に保 管 され て い る 日本 関係 コ レク シ ョ ンに

関 す る調査 を担 当 して い る。 また 、 この デ ル タ ・プ ロ グ ラム と はス ケ ー ル は違 うが 、 オ ス ロ大 学

附 属 民 族 学 博 物 館 で も同 じよ う な企 画 、 す な わ ち 同館 の全 て の コ レ クシ ョン を新 し く整 理 し直 す

作 業 が 、 最 近ArneRokkum館 長 の 指 導 の 下 で 完 結 した。
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バ ー ゼ ル市 立 民 族 学博 物 館 で は、1993年 にGerhardBaer館 長 の指 導 の 下 で 開催 され た 現 代 日

本 の 生 活 文 化 を紹 介 す る特 別 展 が注 目 を集 め た(BaerlocherandBircher1993)。 また 、 ケ ル ン

市 立 民 族 学 博 物 館 で は1987年 に 同 館 の 収 蔵 品 を 中 心 と し た ア イ ヌ民 族 文 化 の特 別 展(Kreiner

and61schleger1987)を 開催 した が 、 そ の 成 功 に よ って 同展 は1989年 ブ リュ ッセ ル の 「ユ ー ロ

パ リア'89」 に も、 特 別 展 と して 出品 さ れ た(Kreinerand61schleger1989a ,1989b)。

そ れ に比 べ て 、 ハ ンブ ル ク市 立 民 族 学 博 物 館 、 ミ ュ ンヘ ンのバ イエ ル ン国 立 民 族 学 博 物 館 、 そ

して ヴ ィ ー ンの オ ー ス トリ ア国 立 民 族 学 博 物 館 で は、 長 期 に わ た っ て 担 当 学 芸 員 の 席 が 空 席 で

あ った り、ま た博 物 館 の改 築 な ど に伴 う様 々 な不 利 な条 件 に よ って 、最 近 の研 究 活 動 は下 火 に な っ

て い る。 ラ イプ ツ ィ ヒ市 立 民 族 学 博 物 館 の コ レク シ ョ ンの保 存 状 態 は あ ま り良 くない が 、 そ の こ

とが か え って 同館 の これ か らの研 究 活 動 に期 待 を寄 せ る こ とに もな ろ うか と考 えて い る。

博 物 館 の 収蔵 作 品 を対 象 とす る調 査 研 究 で は 、 ボ ン大 学 が1983年 か ら86年 にか けて 、 旧 ソ連 を

除 く全 ヨー ロ ッパ に及 ぶ博 物 館 ・美 術 館 な どに所 蔵 され て い る琉 球 とア イ ヌ文 化 に関 す る コ レク

シ ョ ンに つ い て 、筆 者 の指 導 の下 で 総 合 的 な実 地 調 査 を行 な っ たが 、 こ の調 査 は ドイ ッ連 邦 共 和

国政 府 の科 学研 究 費 と トヨ タ財 団 の助 成 に よ って漸 く実 現 す る こ とが で きた。 そ して 、 こ の調 査

で得 られ た デ ー タ を基 礎 と して 、沖 縄 県 の浦 添 市 美 術 館(1992年)と 東 京 国 立'博物 館(1993年)

で そ れ ぞ れ の里 帰 り展 が 開催 され た(図 録 は ドイ ツ ー 日本研 究 所1992、 及 び東 京 国立 博 物 館1993)。

この調 査 の総 合 研 究 の最 終 的 な報 告 書 が 未 だ に 出版 され て い な い の は残 念 な こ とで あ るが 、各 博

物 館 が所 蔵 して い る ア イ ヌ 関係 の コ レク シ ョ ンにつ い て は公 表 され て い る(Kreinerl993)。

2、4.学 会 の 組 織 化

次 に、 全 ヨー ロ ッパ 規 模 の 国 際 的 な 学 会 の 組 織 、 例 え ばEAJS(EuropeanAssociationfor

JapaneseStudies、 ヨー ロ ツパ 日本 研 究 協 会)、EAJRS(EuropeanAssociationofJapanese

ResourceSpecialists、 日本 資 料 専 門 家 欧 州 協 会)、 .TAws(JapanAnthropologyWorkshoP、

日本 の 人 類 学 研 究 会)、 あ る い はEUの 枠 内 で の エ ラ ス ム ス ・プ ロ グ ラ ム(TheLeidenGroup

ofJapaneseStudies)を 別 に して 考 え る と、 最 近特 に 中 部 ヨー ロ ッパ で は 、社 会 科 学 的 な 日本

研 究 の分 野 に お け る研 究 者 の組 織 化 が 進 め られ て きた。 そ して 、 そ れ に よっ て学 際 的 、 国 際 的 な

研 究 協 力 の可 能 性 も生 まれ て きた。 そ れ につ い て まず 第 一 に触 れ な け れ ば な らな い の は、1990年

に組 織 され たGesellschaftfurJapanforschung(ド イ ツ語 圏 日本 研 究 学 会)で あ る。 この 組 織 は

1972年 来 お よそ一 年 半 ご とに定 期 的 に 開催 さ れ て きた ドイ ツ、 ス イ ス 、 オ ー ス トリア な どの 日本

研 究 者 を 中 心 とす る国 際 会 議(DeutscherJapanologentag)の 事 務 局 を担 当す る よ うに な り、 さ

らに 学 会 誌 「Japanforschungen.MitteillungenderGesellschaftf�Japanforschung」 を 連 絡 紙

と して発 行 して い る。 こ の学 会 にお け る社 会 科 学 的 な研 究 活 動 の影 響 力 は 、文 献 学 、 文 学 的 な従

来 か らの伝 統 的 な 日本 研 究 と並 んで 、 こ れ か ら次 第 に そ の比 重 を増 して くる とみ て よい だ ろ う。

また 、そ の 中 で最 近 発 足 した 日本 の 宗 教 を取 り上 げ る研 究 会ArbeitskreisReligionの 中心 とな っ

て い る の は、 トリア ー大 学 のKlausAntoni教 授 で あ り、 将 来 的 に は各 分 野 の研 究 会 が 活 発 に行

な わ れ る よ うに な る こ とを期 待 して い る。

ま た、 社 会 科 学 的 な 日本 研 究 を 中心 とす る研 究 者 は二 つ の違 った学 会 を設 立 した。 す な わ ち 、

一 つ は ドイ ツ の若 手 研 究 者 で 構 成 さ れ て い て
、 日本 語 の文 献 研 究 と 日本 で の実 地 調 査 に重 点 を置

い た研 究 活 動 を行 な って い るVereinigungf�SozialwissenschaftlicheJapanforschung(事 務 局
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は 回 り持 ちで 現在 ミュ ンス ター 大学 が担 当 し、不 定期 に連 絡 紙Newsletterを 発 行)で 、こ の グ ル ー

プ は、 毎 年12Aに 一 つ の テ ー マ を決 め た年 次 大 会 を開催 して 、 そ の報 告 書 を 出版 す る こ と も試 み

て い る。 そ の 一 つ の 例 と してVereinigungfurSozialwissenschaftlicheJapanforschung1992を

挙 げ て お く。 ま た 、 そ れ と は 対 照 的 に、Deutsch-JapanischeGesellschaftf�Sozialwissens.

chaften(日 独 社 会 科 学 学 会 、 中 心 に な って い る の はザ ー ル ブ リ ュ ッケ ン大 学 のHans-Joachim

Kornadt教 授 とコ ンス タ ン ツ大 学 のGiselaTrommsdorff教 授;不 定 期 に連 絡 紙Rundbriefを 発

行)は 、 日本 語 の文 献 は読 め な い け れ ど も、 日本 の社 会 な どに つ い て研 究 して い る ドイ ツの研 究

者 、 及 び ドイ ッ との 関係 が深 い 日本 の研 究 者 が 不 定 期 に集 ま って 、一 つ の学 会 を構 成 して い る。

なお 、1994年 に は大 阪 で そ の第3回 大 会 を行 な っ たが 、 そ の 第1回 大 会 の報 告 書 は最 近 出版 さ れ

た(KornadtandTrommsdorff1993)。

Deutsch-JapanischerWirtschaftskreis(日 独 経 済 学 ・社 会 科 学 シ ンポ ジ ウ ム)は 、 東 京 大 学 の

有 沢広 巳教 授 が 中心 とな っ て、 ドイ ツ と 日本 の経 済 学 者 に よっ て1966年 に初 め て 開 催 され た が 、

そ の 後大 河 内 一男 東 京 大 学 教 授 を経 て現 在 の責 任 者 は 日本 側 は松 田智 雄 東 京 大 学 名 誉教 授 、 ドイ

ッ側 はWolfgangKlenner教 授 が な って お り、10回 目の 会合 は1993年 にボ ー フ ムで 開 催 され た 。

報 告 書 と して はHacksetal.1990な どが あ る。 また 、 同 じ よ うにDeutsch-JapanischerGeo9-

raphenverband(日 独 地 理 学 者 会 議)は 、 ボ ン大 学 のGerhardAymans名 誉 教 授 、 デ ュイ ス ブル

ク大 学 のWinfriedFIUchter教 授 、 そ して 明治 大 学 の 石 井 素 介 名 誉 教 授 と関西 学 院大 学 の 浮 田 典

良教 授 が 中心 とな っ て 、不 定 期 なが ら国 際 会 議 を 開催 して 出版 活 動 を行 な って い る。 報 告 書 と し

て はFIUchter1994を 例 と して 取 り上 げ て お く。

3.研 究 プ ロ ジェ ク ト

こ の よ うな研 究 体 制 を基 礎 と したい くつ か の 長 期 的 で しか も学 際 的 な、 あ るい は国 際 的 な研 究

プ ロ ジ ェ ク トが最 近 注 目を集 め てい る。 こ こで は そ の例 と して、 カ ッセ ル 大 学 で教 育 学 を担 当 し

て い るUlrichTeichler教 授 が 中心 と な って 、 フ ォル クス ワ ー ゲ ン財 団 か ら助 成 金 を得 て 日本 の

教 育 及 び雇 用 制 度 を比 較 研 究 して い る プ ロ ジ ェ ク ト 「教 育 制 度 と雇 用 シス テ ム の 相 互 関係 一 日独

比 較 研 究 一 」 を紹 介 して お こ う。 この プ ロ ジ ェ ク トは全 体 と して さ ら に3つ の 具体 的 な プ ロ ジ ェ

ク トに分 け られ る が 、 そ れ ぞ れ はTeichler教 授 、 バ ー ゲ ン放 送 大学 のWalterGeorg教 授 、 そ し

て ボ ン大 学 の 社 会 科 学 科 主 任教 授 のFriedrichFurstenberg氏 が 担 当 して い る。 そ の 中 間報 告 と

して 、1993年 に東 京 の ドイ ツ ー 日本 研 究 所 で 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 「日本 にお け る教 育 とキ ャ リア」

が 開催 され た が 、 そ の 報 告 書 は近 い 内 に 出版 す る 予 定 で あ る(DemesandGeorg,1994)。 また 、

ベ ル リ ン 自 由 大 学 のIrmelaHijiya-Kirschnereit教 授 に よ っ て 進 め られ て い る 、SunriseLex-

ikonの プ ロ ジ ェク ト(担 当 はWolfgangHadamitzky)も 重 要 で あ る 。 これ は 初 め て コ ン ピ ュー

ター を 中心 と した最 新 の デ ー タ を含 め た 日本 事 典 を 目指 して い るが 、 そ の 実 質 的 な 実現 は遅 れ が

ち で 、収 録 され て い る項 目を見 る と、 や は り文 学 な どの 伝 統 的 な 日本研 究 の項 目の 方 が よ り進 ん

で い る とい う印象 を受 け る。 そ れ は恐 ら く、 社 会 科 学 の 分 野 にお け る 日本研 究者 が 、教 育 者 と し

て の立 場 や大 学 や所 属 機 関 で の役 職 に よ る多忙 な職 務 に追 わ れて 手 が 回 らな くな って い る た め で

は な い か と思 わ れ る。 次 に、 ヴ ィー ン大 学 の 日本研 究 所 と先 に触 れ た オー ス トリア学 士 院 の ア ジ

ア思 想 史 研 究 所 は 、長 年 に わ た って 日本 社 会 の 高 齢 化 を取 り上 げて きた が 、 これ は ヴ ィー ン大 学

1-149



のSeppLinhart教 授 に よ って 実施 され た研 究 で 、既 に優 れ た研 究 成 果 を発 表 して い る(Linhart

andW�s1984;Maderdonner1987)。 なお 、最 近 で は研 究 対 象 を む しろ 日本 の 文 化 にお け る 「遊

び」 の役 割 と意 味 を中心 と した 、 レジ ャー社 会 の研 究 に シ フ トし、 この テ ーマ に よ って1995年 春

に ヴ ィー ンで 国 際 会議 を開催 す る予 定 との こ とで あ る。 ボ ン大 学 は 日独 交 流 史 、 あ るい は 中国 ・

四 国 地方 を中 心 と した 日本 の地 方 史 の研 究 を進 め る計 画 を立 て て お り、 文 献 収 集 は既 に終 えて 、

具 体 的 な研 究 に取 り組 み始 め た 。 そ して 、先 に も触 れ た よ うに、 同大 学 で 実 施 され た ヨ ー ロ ッパ

の博物 館 ・美術 館 に収 集 され て い る 日本 関係 コ レク シ ョ ン(ア イ ヌ と沖 縄 の コ レク シ ョ ンを 中心

と して)の 調査 は、 まだ整 理 を継 続 して い る とこ ろ で あ る 。 な お 、 ドイ ッ ー 日本 研 究 所 で は、 開

設 当 初 か ら約4年 間 にわ た って 共 同研 究 プ ロ ジ ェ ク トと して 「戦 後 日本 の価 値 観 の 変 化 」 に取 り

組 み(AspectsofvaluechangeinGermanyandJapan,1993)、 特 に個 人 主義 と性 的 平 等 の 問 題

を 中心 に した 世 論 調 査 も実 施 した 。 この 報 告 書 は近 い 内 に発 行 す る予 定 で あ る(61schlegeret

al.,1994)。 今 後 は取 り組 む テ ー マ を幾 分 変 更 して 、 戦 後 日本 の 家族 の 変 化 と 日本 に お け る経 済

政 策 との 二 つ の テ ーマ を中 心 に展 開 させ て い く予 定 で あ る。

4.分 野別の研究動向

さて 、 こ こで 見 方 を変 えて 、 そ れ ぞ れ の分 野 ご と に こ こ10年 間 に行 な わ れ た主 だ った研 究活 動

に焦 点 を合 わせ てみ た い。

4.1.ヨ ー ロ ッパ にお け る 日本 像

ヨー ロ ッパ に お け る 日本 像 と これ に よ って 形 成 され た 、 ヨ ー ロ ッパ な い し各 国 の 日本研 究 の動

向 を取 り上 げ る研 究 は 非 常 に活 発 で あ る が 、 特 に注 目す べ き もの は、PeterKapitzaが 編 集 して

出版 した 、16世 紀 か ら19世 紀 半 ば に 至 る まで の ヨ ー ロ ッパ 思 想 史 に お け る 日本 像 に 関 す る 文 献

(Kapitza1990)で あ る 。 そ し て、 筆 者(Kreiner1990)と 、 ベ フ、 ク ラ イ ナ ー(Befuand

Kreiner1992)は ヨ ー ロ ッパ の思 想 史 を通 じて 、 変 化 して きた 日本 像 を追 い なが ら、 各 国 の 日本

研 究 の起 点 とな っ て い る もの を立 ち入 っ て検 討 して い る。 な お、 比 較 文 学 の研 究 者 と して の立 場

か ら、 ヨ ー ロ ッパ にお け る 日本 像 と 日本 研 究 の盲 点 を分 析 したIrmelaHijiya-Kirschnereitの 著

作(Hijiya-Kirschnereit1988)は 、 注 目す べ き も の で あ る。 そ して 、 この 研 究 分 野 に対 して は

1993年 に 開 催 され た二 つ の展 覧 会 、す な わ ち 、バ ー ゼ ル市 立民 族 学 博 物 館 で 開催 され た"Japan:

Selbstbild-Fremdbild"「 日本 の 自画 像 と外 か ら見 た 日本 」(BaerlocherandBircher1993)と 、

国 際 交 流 基 金 の 多 大 な助 成 で 実現 した ベ ル リ ンに お け る特 別展"JapanundEuropa,1543-1929"

「日本 と ヨー ロ ッパ との 文化 交 流 」(Croissantetal.1993)が 多 大 の 影 響 を及 ぼ した 。

4.2.地 理 学

地 理 学 の分 野 で は 、 最 近特 にデ ュ イス ブ ル ク大 学 のWinfriedFl�hter教 授 が 中心 に な っ て研

究 活 動 を行 な って い る。彼 が所 属 して い る 同 大 学 の研 究 所 で は 日本 の 地域 開発 、 一極 集 中 と地価

の 諸 問 題 、 そ して テ ク ノポ リス 計 画 な ど多 くの研 究 が 進 め られ て い る。 な お 、 テ ク ノポ リス の 問

題 に つ い て は 、 マ ー ル ブ ル ク大 学 のErichPauer教 授 と コペ ンハ ー ゲ ン大 学 の 大 学 院 生Sam

K�nauSteffensens氏 も研 究 に取 り組 ん で い る。 地 理 学 の分 野 で 最 近 注 目 を集 め た の は 、 ボ ン

大 学 に博 士 論 文 と して提 出 さ れ た 、 ドイ ツ ー 日本 研 究所 の 研 究 員RalphLUtzelerの 人 口 地 理 学

的 な研 究 で あ る が(LUtzeler1993)、 こ の テ ー マ は今 後 ドイ ツ ー 日本研 究 所 にお い て さ ら に展 開
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され る こ とが 期 待 され て い る。

4.3.社 会 学

社 会 学 の 分 野 で は、 残 念 な こ と に研 究 の ア ンバ ラ ンス が 特 に強 く感 じ られ る。 そ の 中 に は 、 中

部 大 学 のUlrichM臧wald助 教 授 が 取 り組 ん で い る家 族 社 会 学 や 日本 家 族 史 の研 究 と、 ボ ン大 学

のKorneliaErlen女 史 が 同 大 学 に提 出 した家 制 度 につ い て ま とめ た卒 業 論 文(Erlen1993)も

あ る が 、 こ の分 野 は ドイ ツ 、そ して ヨ ー ロ ッパ で は あ ま り研 究 が 進 ん で い な い と言 え る。 一 方 、

労働 ・産 業 社 会 学 の分 野 で は近 年 新 しい 研 究 が 次 々 に発 表 され た。 まず 、 ヴ ィー ン大 学 に博 士 論

文 を提 出 したWolfgangHerbert氏 の研 究(Herbert1992,1993)、 そ して ドイ ツ ー 日本研 究所 の

元研 究 員BettinaPost-Kobayashi女 史 とH:elmutDemes氏 の 研 究 が あ る し、 ハ イ デ ルベ ル ク大

学 のWolfgangSeifert教 授 は労 働 運 動 を、 そ して ボ ン大 学 のFriedrichF�stenberg教 授 はや は

り労働 者 問 題 を取 り上 げ て い る等 、 こ の分 野 で は幾 分 蓄積 され た研 究 が 見 受 け られ る。 そ して 、

教 育 、 あ る い は 青 年 社 会 学 の分 野 で は、 カ ッセ ル大 学 のUlrichTeichler教 授 、 コ ンス タ ン ッ大

学 のGiselaTrommsdorff教 授 、 そ して ザ ー ル ブ リ ュ ッケ ン大 学 のHans-Joachim:Kornadt教 授

等 の 最 近 の 研 究 が あ る 。 女 性 史 、 ま た ジ ェ ン ダ研 究 の 分 野 で は、 デ ュ ッセ ル ドル フ 大 学 の

MichikoMae教 授 と、 ボ ー フ ム大 学 の11seLenz教 授 が 最 近新 し くそ の 講 座 を設 け た こ とで 注

目さ れ て い る 。 そ の ほ か に もハ イデ ルベ ル ク大 学 のWolfgangSeifert教 授 は女 性 運 動 の歴 史 を、

そ して 、 ス トック ホ ル ム 大 学 で はTatianaDahlgren女 史 が 文 学研 究 か ら女 性 史研 究 に近 づ い て

い る 。 これ は ドイ ッー 日本 研 究 所 のHilariaG�smann研 究 員 と、LisetteGebhardt研 究 員 の両

氏 に も共 通 す る傾 向 で あ る。 な お、 日本 人 移 民 の 問題 、特 に南 米 ボ リ ビ ア を中心 とす る 日本移 民

の 社 会 を 研 究 対 象 と し て 取 り上 げ て い る の は 、 ドイ ツ ー 日 本 研 究 所 の 研 究 員HansDieter

61schleger(61schlegerandK�ig1994;61schlegerandK�ig,1995)の み で あ る。

4.4.政 治学

政 治学 の研 究 で は い くつ か の ま と まっ た著 作 が あ り、例 え ばハ ンブ ル ク の ア ジ ア研 究 所 は毎 年

日本 の政 治 ・経 済 に つ い て の概 要 を出 版 し(Poh11992)、 ボ ン の ドイ ッ外 交 政 策 研 究 会 か ら も

非 常 に ま と ま った もの が 刊 行 され た(MaullandFuhrt1993)。 個 人 で 言 え ば、 ミュ ンス タ ー大

学 のPaulKevenh�ster教 授(Kevenh�ster1990)と 、 ラ イ デ ン大 学 のKurtWernerRadtke

教 授(Radtke1990)、 ハ レ のGesineFoljanty-Jost教 授 、 ハ イ デ ル ベ ル ク のWolfgangSeifert

教 授 等 を は じめ とす る研 究 者 の 活 躍 もあ るの で 、 この 分 野 は一応 十 分 に業 績 を上 げ る こ とが で き

た とい って よい。

4.5.経 済 学

経 済 学 は他 の分 野 と比 べ る と比 較 的 ま とま っ た研 究 が 多 いが 、 特 に 目立 つ の は、 最 近 総合 的 に

よ くま と ま っ た入 門 書 が 出 版 され た こ とで あ る(Pascha1994;Demesetal.1994)。 しか も、

新 しい テ ー マ が次 々 に取 り上 げ られ て い る 。例 を挙 げ る と、最 近 注 目され て い るの は、 日本 の企

業 が 海外 で 、特 に ヨー ロ ッパ で行 な って い る投 資 活動 、 ジ ョイ ン ト ・ベ ンチ ャー な どの 問 題 、 そ

して そ れ に 伴 う、例 え ばい わ ゆ る 日本 的経 営 の応 用 と文化 摩 擦 、社 会 摩 擦 な どの 諸 問 題 は、 特 に

ス ト ックホ ル ム大 学 の ヨ ー ロ ッパ 日本研 究所 の 中 心 テ ーマ の 一つ に な っ て い る と見 受 け られ る。

また 、 ベ ル リン、 デ ュ イ ス ブ ル ク、 そ して ボ ー フ ムの 各 大 学 で も この よ うな研 究 は進 め られ て い

る し、 最 近 ドイ ッ ー 日本 研 究 所 で こ の テ ー マ に 関 す る 報 告 書 が ま と め ら れ た(Tokunaga,
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AltmannandDemes1992;Nakamura,DemesandNagano1994;Waldenberger1994)。 ま た、

同研 究 所 の 研 究 員MartinHemmertは ケ ル ン大学 に提 出 した博 士 論 文 で 、 日本 経 済 の 二 重 構 造 と

系 列 な ど の 問 題 を取 り上 げ た(Hemmertl993)。 そ して、 流 通 制 度 につ い て は、 最 近 ユ ニ ー ク

な研 究 と して マ ー ル ブル ク大 学 に提 出 され たHendrikMeyer-Ohle氏 の博 士 論 文 が あ る。

4.6.宗 教 の 研 究

宗 教 の研 究 で は、 仏 教 や 道 教 よ り も神 道 に関 す る研 究 が 注 目 を集 め て い る よ うに思 わ れ る 。 こ

の分 野 につ い て の ま とま っ た紹 介 と して は、 ミュ ンヘ ン大 学 のCarlSteenstrup教 授(Steenstrup

1982)が デ ンマ ー クで 出 版 した ものが あ るが 、最 近 の研 究 で は トリ アー 大 学 のKlausAntoni教

授 が 宗 教 学 の 立 場 か ら天 皇 制 の研 究 に取 り組 ん で い る(Antoni1991)。 北 欧 で は、 コ ペ ンハ ー

ゲ ン大 学 のArneKalland教 授 が 神 道 の儀 礼 と祭 礼 、 また 民 間医 療 法 と宗 教 に つ い て 、 そ して オ

ス ロ大 学 のArneRokkum教 授 は シ ャー マ ニ ズ ム を研 究 して い る 。

思 想 史 全 体 に つ い て は、 ミュ ンヘ ン大 学 のCarlSteenstrup教 授 が1980年 に 出 版 した 著 作 は、

近 い 内 に そ の英 語 版 が刊 行 さ れ る予 定 で あ る。 コペ ンハ ー ゲ ン大 学 のOlofLidin教 授 の 儒 教 研

究 、 そ して ラ イ デ ン大学 のJanvanBremen教 授 と京 都 大 学 の米 山俊 直 両 教 授 に よる安 岡正 篤 に

つ い て の 協 同 プ ロ ジ ェ ク トも こ こで 指摘 して お か な け れ ば な らな い 。最 後 にChristianOberl舅-

der氏 が1994年 にボ ン大 学 に提 出 した博 士 論 文 の テ ー マ で あ る 「明 治 中 期 にお け る漢 方 医学 の動

き」 も、 こ の思 想 史 の分 野 に入 れ て よ い ので は ない か と考 え る。

4.7.民 俗 学 ・民 族 学

民 俗 学 と民 族 学 の分 野 で は、 最 近 新 しい研 究 が ほ とん ど見 当 た らな い 。 た だ 一 人 、ArneKa1-

land氏 に よ る和 歌 山 県 新 宮 を 中心 とす る村 落 研 究 が あ る(Kalland1981;Kalland,inprint)。 ま

た 、 この研 究 を基礎 と して 九 州 北部 で行 な った 実地 調 査 を踏 ま え て 、 同氏 は近 年 日本 の捕 鯨 に 関

す る一 連 の 論 文 も発 表 して い る(cf.KallandandMoeranl992)。

4.8.日 本 の 少 数 民族 ・文化

日本 の 少 数 民 族 ・文 化 につ い て は、 ア イ ヌの研 究 が 近 年 著 し く盛 ん にな った の で は な い か と思

われ る。 こ れ は、 特 に1980年 代 に入 って ま もな くNorbertAdami(1980;1991)に よ る文 献 目録

が 出版 さ れ、 また、 ボ ン大 学 の 既 に何 度 も触 れて い る ヨー ロ ッパ の 博 物 館 な ど にお け る ア イ ヌ関

係 コ レク シ ョ ン を整 理 す る プ ロ ジ ェ ク トが 進 め られ る こ とに よ って 、 ケ ル ン市 立 民 族 学 博 物 館 、

ブ リ ュ ッセ ル の 「ユ ー ロパ リ ア'89」 、 そ して1995年 は じめ に開 催 さ れ る大 英 博 物 館 民 族 学 部 門

(MuseumofMankind)で の ア イ ヌ 特 別 展 に続 い て 、 い くつ か の著 作 が 相 次 い で 出 版 され た か

らで あ る(61schleger1989;ヴ ィー ン大 学 名 誉 教 授slawik1992;そ して ス トック ホ ル ム大 学 の

KatarinaSj�erg女 史 は最 近 の 日本 に お け る エ ス ニ シ テ ィー の 問 題 を 取 り上 げ た 、Sj�erg

1993)。 言 語 学 的研 究 で は、KirstenRefsing(1986)とHansAdalbertDettmer(1989)両 氏 に

よ る ア イ ヌ語 の研 究 書 が 著 され て い る。 また 、 ボ ン大 学 は1987年 に国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 「ヨ ー ロ ッ

パ にお け る ア イ ヌ文 化研 究 」 を開 催 した が 、 その 報 告 書 は1993年 に ドイ ッ ー 日本 研 究 所 か ら出版

さ れ た(Kreiner1993)の で 、 これ が 将 来 の ア イ ヌ研 究 に と っ て一 つ の基 礎 とな る こ とを願 って

い る。

さて 、 ア イ ヌ研 究 に比 べ る と ヨー ロ ッパ に お け る沖 縄 研 究 は 未 だ に非 常 に 数 が少 な い 。 これ ま

で に何 度 も触 れ て きた ボ ン大 学 で実 施 した博 物 館 の コ レク シ ョ ンに つ い て の プ ロ ジ ェ ク トが あ る
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が 、 そ れ に よっ てベ ル リ ン、 ケ ル ン、 ヴ ィー ンな どの博 物 館 に所 蔵 され て い る コ レク シ ョ ンが 注

目 され る よ うに な り、1992年 に は浦 添 市 美 術 館 に お い て里 帰 り展 を実 現 す る こ とが で きた。また 、

1994年10月 初 旬 にボ ン大 学 で 開催 され たEAJRSの 第5回 大 会 を き っか け に して 、 ドイ ツ ー 日本

研 究所 が 主催 した 「ヨー ロ ッパ に お け る琉 球 の歴 史 と文 化 に関 す る資 料 」 シ ンポ ジ ウ ム も この分

野 の 今 後 の研 究 に刺 激 を与 え る こ とに な ろ う(Kreiner,inprint)。

5.総 括

最 後 に 、 こ う し た 研 究 動 向 を 総 括 す る と 、 経 済 学 の 分 野 に お け る 研 究 は 著 し い 発 展 を 見 せ て お

り 、し か も そ の 研 究 が 比 較 的 高 い 水 準 に 既 に 達 し て い る の に 対 し て 、社 会 学 的 な ア プ ロ ー チ を と っ

て い る 研 究 は 、 進 ん で い る 分 野 も も ち ろ ん あ る が 、 例 え ば 民 族 学 な ど の よ う に 、 む し ろ 後 退 し た

分 野 の あ る こ と も 注 目 し な け れ ば な ら な い 。 そ し て 、 労 働 ・産 業 社 会 学 は 今 後 ま す ま す 盛 ん に な

る と 思 わ れ る が 、そ れ と 比 べ る と 家 族 社 会 学 は ど ち ら か と い え ば 遅 れ て い る よ う な 印 象 を 受 け る 。

さ て 、 筆 者 が 一 番 遺 憾 に 思 っ て い る の は 、 現 代 日 本 の 日 常 生 活 ・生 活 文 化 に 関 す る 調 査 研 究 が 先

ず 無 い と い っ て よ い 点 で あ る 。 こ の 分 野 で はArneKalland(1986)氏 の 研 究 と バ ー ゼ ル 市 立 民

族 学 博 物 館 が 開 催 し た 展 覧 会(BaerlocherandBircher1993)が そ の 主 な も の で あ る が 、 今 後

こ の 分 野 で の ま と ま っ た 研 究 は 一 層 必 要 に な る と 思 わ れ る 。
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